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 第 5次アイシン連結環境取り組みプランを策定 

－確かなものづくりを通じて、地球環境への取り組みを進め 
社会と調和した成長と発展を目指す－ 

 
 
アイシングループ主要12社※は、人類と地球環境が共存する持続可能な社会の実現に向け、

2011 年度から 2015 年度までの環境行動の指針・計画である第 5次アイシン連結環境取り組み
プランを策定しました。 
 
第 5 次アイシン連結環境取り組みプランでは、第 4 次環境取り組みプランの各社単位から

国内外の連結会社で連携した活動に強化し、基軸として取り組む 4つのテーマ 
（1） 低炭素社会の構築 
（2） 循環型社会の構築 
（3） 自然共生社会の構築 
（4） 全テーマ共通の基盤活動 

を環境軸として推進していきます。 
 
これら 4 大テーマをアイシンの事業活動（開発・設計、生産、物流、販売など）と地域共

生、マネジメント、コミュニケーションの各分野で重点となる取り組み項目と具体的な実施事
項・目標を策定し、総合的なマネジメントを推進していきます。 
 
また、環境活動は、日本国内にとどまらず、海外においては、各拠点での環境委員会を通

じてグローバル活動へと拡大していきます。 
 
さらに、新規および強化する項目として、 
・ グローバル環境マネジメント体制の強化 
・ 製品のエコ認定基準の策定による開発・販売の促進 
・ 環境マネジメントの技術・ノウハウの外部発信による普及拡大 
・ 資源の循環利用に貢献する新ビジネスの拡大 
にも取り組み、自社で作り上げた技術やノウハウを社会へ発信することで、今後の世界の

環境活動に貢献したいと考えています。 
 
 

※アイシン精機株式会社、アイシン高丘株式会社、アイシン化工株式会社、アイシン・エィ・ダブリュ

株式会社、アイシン軽金属株式会社、アイシン開発株式会社、アイシン機工株式会社、アイシン・エー

アイ株式会社、アイシン辰栄株式会社、アイシン・エィ・ダブリュ工業株式会社、豊生ブレーキ工業株

式会社、株式会社アドヴィックス 

 
 
 

 
 
 



 
アイシンはグループ連携のもと確かなものづくりを通じて 

地球環境への取り組みを進め社会と調和した成長と発展を目指します

循環型社会の構築

自然共生社会の構築 

全テーマ共通の基盤活動 

【開発・設計】 

④循環型社会を志向した製品の開発・設計の推進 

【生産・物流】 
⑤事業所・物流における資源有効利用の徹底と 

   グローバル展開 

【販売後】 

★⑥資源の循環利用に貢献する新ビジネスの拡大 

【開発・設計】 

⑦製品含有の環境負荷物質の管理強化 

【生産】 
⑧環境リスク ０（ゼロ）化・環境負荷物質の排出低減の徹底と 
  グローバル展開 

【地域共生】 

⑨生物多様性に寄与する地域共生活動のグループ横断展開 

【マネジメント系】 

★⑩グローバル環境マネジメント体制の強化 

⑪サプライヤーと連携した環境活動の推進 

⑫環境教育活動の充実と推進 

★⑬環境マネジメントの技術・ノウハウの外部発信による普及拡大 

【コミュニケーション系】 

⑭地域に根ざした環境社会貢献活動の充実とグローバル展開 

⑮積極的な環境コミュニケーションの実施 

低炭素社会の構築 

【開発・設計】 

①低炭素社会を志向した製品の開発・設計の推進 

【生産】 
②事業所における温室効果ガス削減の徹底と 

グローバル展開 

【物流】 
③物流活動における温室効果ガス削減の徹底と 
  グローバル展開 

★：第 4 次取り組みプランに対し  
  新しく取り組む項目 



環

境

軸

機能軸 取り組み項目 実施事項・目標

開発・設計

1）低炭素社会を志向した

製品の開発・設計の推進

・【自動車】燃費改善に資する自動車部品の設計･開発の推進

・【自動車】次世代自動車向け部品の開発

・【その他】低炭素型の環境配慮製品の開発

・【全製品】全製品ＬＣＡの実施とグループ展開の推進

物流 3）物流活動における

温室効果ガス削減の徹底と

グローバル展開

・共同輸送、積載率向上などによる総走行距離の低減

・モーダルシフトの推進

・低燃費車導入やエコドライブによる輸送車両の燃費向上

販売後 ６）資源の循環利用に貢献する

　　新ビジネスの拡大

・自動車部品のリビルト事業の推進

・廃棄物のリサイクル化事業の推進

生産

2）事業所における温室効果ガス

削減の徹底とグローバル展開

・生産プロセスの改善や自然エネルギー導入による温室効果

　ガス削減の徹底

・日常業務の中での省エネ活動の徹底

・日本の成功事例の海外拠点への展開

・温室効果ガス削減目標の組織範囲の拡大

低
炭
素
社
会
の
構
築

開発・設計

４）循環型社会を志向した

　　製品の開発・設計の推進

・ＬＣＡによるライフサイクル全体での

　資源循環への寄与度の見える化

・見える化に基づく資源循環型の開発・設計の推進

・易リサイクル設計や小型化による最終処分量低減

・生産時に不良品の発生しにくい設計の実施

・資源枯渇影響を低減する設計の実施

生産／物流

５）事業所･物流における

　　資源有効利用の徹底と

　　グローバル展開

【生産】不良発生の低減、廃棄物の３Ｒの徹底と海外拠点

　　　　 への展開

【生産】地域性を加味した水使用量の削減

【生産】廃棄物削減目標の組織範囲の拡大

【物流】梱包資材の削減

循
環
型
社
会
の
構
築

アイシンはグループ連携のもと確かなものづくりを通じて
地球環境への取り組みを進め社会と調和した成長と発展を目指します。

第５次アイシン連結 環境取り組みプラン

項目 目標

生産 アイシングループ 売上高当り排出量 2007年度比12％減

国内連結 実績把握をしたのち目標管理へ移行する

海外連結 実績把握をしたのち目標管理へ移行する

物流 アイシングループ 売上高当り排出量 2008年度比13％減

国内連結 実績把握をしたのち目標管理へ移行する

海外連結 実績把握をしたのち目標管理へ移行する

地域

対象 項目 目標

生産 アイシングループ 廃棄物 売上高当り排出量 2007年度比17％減

国内連結 廃棄物 実績把握をしたのち目標管理へ移行する

海外連結 廃棄物 実績把握をしたのち目標管理へ移行する

地域



環

境

軸

機能軸 取り組み項目 実施事項・目標

開発・設計 ７）製品含有の環境負荷物質の

　　管理強化

・ＲＥＡＣＨ等、製品含有の環境負荷物質に関する法規制の　　
　順守

・製品に含有される環境負荷物質の削減推進

地域共生

９）生物多様性に寄与する

地域共生活動のグループ　　

　　横断展開

･地域生態系の生物多様性への影響のモニタリングと公開

・生物多様性を保全するための地域の在来生物の保護や

　植林活動のグループ全体での実施

１１）サプライヤーと連携した

　環境活動の推進

・グリーン調達ガイドラインを活用してのグループ全体での

グリーン調達の着実な推進

・インセンティブや取り組み支援を通じてのサプライヤーの

　環境取り組みのレベルアップの支援

１２）環境教育活動の充実と

　　　推進

・グローバルな環境マネジメント推進のための

スキルの高い人材（スーパー環境人材）の育成

・グループ一体となった体系的な環境教育の継続

１３）環境マネジメントの技術・

ノウハウの外部発信による

　　普及拡大

・環境マネジメント・ノウハウの外部発信の強化と

　ビジネス化の検討

コミュニケー
ション系

１５)積極的な環境

コミュニケーションの実施

・地域社会との双方向コミュニケーションの深化

・ＣＳＲレポートによる環境情報の公開

生産

８）環境リスク ０（ゼロ）化・環境

　 負荷物質の排出低減の徹底

　 とグローバル展開

・全世界の拠点における環境異常の未然防止活動の推進

・生産活動における環境負荷物質の排出低減活動の徹底
自
然
共
生
社
会
の
構
築

１０）グローバル環境

　　マネジメント体制の強化

・環境マネジメントシステムの海外拠点への拡大

・グローバル各地域の地球環境委員会活動の活性化

・国際規格の動向を踏まえた新たなEMSの構築と運用推進

１４)地域に根ざした環境社会

　　貢献活動の充実と

　　グローバル展開

・地域社会と協調した環境社会貢献活動の推進

・グローバル各拠点への地域社会と協調した環境社会

　貢献活動の展開

マネジメント
系

全
テ

│

マ
共
通
の
基
盤
活
動

対象 項目 目標

生産 アイシングループ VOC 売上高当り排出量 2007年度比31％減

国内連結 VOC 実績把握をしたのち目標管理へ移行する

海外連結 VOC 実績把握をしたのち目標管理へ移行する

地域



低炭素社会
の構築

自然共生社会
の構築

循環型社会
の構築

基盤活動

第5次環境取り組みプラン
The Fifth Environmental Action Plan

アイシンはグループ連携のもと

確かなものづくりを通じて地球環境への取り組みを進め

社会と調和した成長と発展を目指します。

アイシン連結
（国内外全社）

連携・結束

 低炭素社会の構築
低炭素社会を志向した製品の開発・設計の推進
事業所における温室効果ガス削減の徹底とグローバル展開
物流活動における温室効果ガス削減の徹底とグローバル展開

 循環型社会の構築
循環型社会を志向した製品の開発・設計の推進
事業所・物流における資源有効利用の徹底とグローバル展開
資源の循環利用に貢献する新ビジネスの拡大

 自然共生社会の構築
製品含有の環境負荷物質の管理強化
環境リスク0（ゼロ）化・環境負荷物質の排出低減の徹底とグローバル展開
生物多様性に寄与する地域共生活動のグループ横断展開

 基盤活動
グローバル環境マネジメント体制の強化
サプライヤーと連携した環境活動の推進
環境教育活動の充実と推進
環境マネジメントの技術・ノウハウの外部発信による普及拡大
地域に根ざした環境社会貢献活動の充実とグローバル展開
積極的な環境コミュニケーションの実施
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